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論文内容の要旨

本論文は，システム記述用言語における移植可能性と並行処理機能の導入およびその実現に関する研

究をまとめたもので，緒論と本文 3 章および結論からなる。

近年の半導体やネットワ クなどのハードウェア技術の進歩 lとより，従来実現が困難であった疎結合

分散系の実現が可能となってきた。ここでいう分散系は，ネットワークと，そのネットワ クを介して

互いに通信する複数の計算機から構成されており，各計算機は，それぞれ，プロセッサとそのプロセッ

サのみが参照できる主記憶，および，そのプロセッサのみが使用できる入出力装置を持っている。この

ような分散系に対して，その上で稼動するシステム・ソフトウェアを記述する言語が必要となってきて

いる。

第 1 章の緒論では，分散系の必要性，分散系のためのシステム記述用言語の持つべき条件，それに対

する本研究の諸結果について概説している。

第 2 章では，言語C を例として，システム記述用言語の処理系の移植性の問題について述べている。

一般に，処理系の移植性とシステム記述用言語で重要な目的プログラムの効率は相反する場合が多いが，

第 2 章ではその解決策を示し，言語C の移植性の高い処理系を実現している。

第 3 章では，ライブラリ形式で提供される並行処理機能を提案している。この機能は，実現が容易で，

オペレーティング・システムや計算機のハードウェアに依存しない。また，この機能を用いて，良好な

ユーザ・インタフェースを提供するパイプライン機能を実現している。

第 4 章では，分散系のための並行処理機能を言語C に導入した分散系向きシステム記述用言語Con

c urrent C が提案され，その処理系の実現法が示される。また， Conc urrent Pasc al やAdaなど
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のような並行処理機能を持つ他の言語との比較や. Conc urrent C による記述例を用いて， Concurｭ

rent C の特徴と有効性について述べている。

第 5 章の結論では，本研究で得られた主な結果をまとめ，今後の研究方向について述べている。

論文の審査結果の要旨

多くの計算機をネットワークに接続した分散系は，半導体技術やローカルエリアネットワーク技術な

ど、のハ ドウェア技術の進歩 iとより実現が容易になってきているが，その上で稼動するシステム・ソフ

トウェアとその開発法に関しては，解決すべき問題が多い。

本論文は，分散系の上で稼動するシステム・ソフトウェアを記述する言語とその処理系に関する研究

をまとめたものであって，主な成果を要約すると次の通りである。

(1) 分散系には，種々の計算機が接続されるため，ソフトウェアの移植性が重要な問題となるが，シス

テム記述用言語の処理系において，目的プログラムの高効率性と移植性を両立させることについて検

討し，具体的に言語C について両立しうることを実際に示している。

(2) 計算機に依存せず，実現の容易な並行処理機能を提案し，その有用性を示している。

(3) 分散系のためのシステム記述用言語に適した並行処理機能を提案している。とくに，共有変数機構

は，一般に分散系にはそぐわないものであるが，乙の提案では自然な形で導入されており，目的プロ

グラムの効率を高めており，安全性についても配慮している。

(4) 上記の並行処理機能を組み込んだ分散系向きのシステム記述用言語を設計し，その移植性の高い処

理系の実現法を示している。

以上のように，本論文は分散系のためのシステム記述用言語を設計する上で必要な並行処理機能につ

いて，新しい知見を得るとともに，その処理系の作成に有用な示唆を与えており，情報工学の発展に寄

与すると乙ろが大きい。よって，本論文は，博士論文として価値あるものと認める。
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